
20
日　

太
陽
電
池
セ
ル
製
造
工
場
の
西
条
市
へ
の
誘
致
が
実
り
、
愛
媛

　
　

県
庁
で
立
地
企
業
・
県
・
市
の
三
者
が
立
地
協
定
書
に
調
印

22
日　

Ｎ
Ｈ
Ｋ－

Ｆ
Ｍ　

気
ま
ま
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
公
開
録
音

23
日　

八
堂
山
遺
跡
の
復
元
住
居
修
復
を
記
念
し
て
野
外
授
業
を
開
催

24
日　

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
夏
季
大
阪
大
会
の
Ｐ
Ｒ
と
出
場

　
　

選
手
の
健
闘
を
祈
念
し
て
ト
ー
チ
ラ
ン
を
開
催

24
日　

第
９
回
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

26
〜
28
日　

韓
国
イ
ン
チ
ョ
ン
市
で
開
催
の
第
４
回
ア
ジ
ア
防
災
閣
僚

　
　

会
議
に
お
い
て
、
12
歳
教
育
な
ど
西
条
市
の
防
災
事
業
を
発
表

30
〜
31
日　

第
62
回
西
条
地
域
文
化
祭

30
〜
31
日　

丹
原
地
域
総
合
文
化
祭

31
日　

竹
俣
明
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

３
日　

全
国
高
校
駅
伝
愛
媛
県
予
選
会

６
日　

日
本
野
菜
ソ
ム
リ
エ
協
会
か
ら
西
条
市
へ
感
謝
状
贈
呈

６
〜
７
日　

第
30
回
東
予
地
域
文
化
祭

７
日　

近
藤
篤
山
顕
彰
事
業
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
藤
樹
・
二
洲
・
篤
山
」

７
日　

東
予
地
区
米
ま
つ
り
・
魚
ま
つ
り

７
日　

第
５
回
西
条
獅
子
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

13
〜
14
日　

第
53
回
西
条
市
産
業
祭

13
〜
14
日　

第
31
回
小
松
文
化
祭

20
日　

国
史
跡
・
永
納
山
城
跡
発
掘
調
査
現
地
説
明
会

20
〜
21
日　

小
松
高
校
１
年
生
の
浅
木
辰
哉
君
・
小
野
寛
貴
君
が
水
ロ

　
　

ケ
ッ
ト
世
界
大
会
で
総
合
優
勝
。
個
人
の
部
に
お
い
て
も
、
浅
木

　
　

君
が
優
勝
、
小
野
君
が
第
４
位

22
日　

㈶
大
原
美
術
館
理
事
長
の
大
原
謙
一
郎
氏
を
迎
え
「
文
化
・
観

　
　

光
・
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
」
を
開
催

23
日　

佐
伯
美
香
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

１
日　

西
条
西
部
公
園
内
に
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
完
成

１
日　

西
条
図
書
館
が
入
館
70
万
人
達
成

４
日　

「
椿
」
・
千
年
の
森
づ
く
り
植
樹

５
日　

丹
原
町
産
業
ま
つ
り

５
日　

総
合
防
災
訓
練
（
東
消
防
署
管
内
）

８
日　

四
国
鉄
道
文
化
館
の
開
館
３
周
年
を
記
念
し
、
Ｊ
Ｒ
四
国
代
表

　
　

取
締
役
会
長
の
松
田
清
宏
氏
を
迎
え
て
講
演
会
を
開
催

16
日　

第
２
回
子
ど
も
防
災
サ
ミ
ッ
ト
（
平
成
22
年
度
）

18
〜
19
日　

小
野
誠
治
卓
球
教
室

26
日　

ス
ノ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
in
石
鎚

26
日　

井
上
和
代
空
手
道
教
室

10月 ９月 ８月 ７月11月12月

▲「千の風物語」シンポジウム・朗読会（６月27日）
　朝日新聞社等が募集した「千の風になったあなたへ贈る手紙」の作品
原書が当市へ寄託されることを記念して、作家の新井満さんや朝日新聞
社編集委員の一色清さんを迎え、朗読会・シンポジウムを開催しました。

▲ベトナムの大学生が
　防災視察（８月３日）
　ベトナム国・フエ大学の学
生が来西し、市長や市担当職
員と防災行政について意見交
換しました。フエ大学は当市
と教育・研究交流協定を結ぶ
京都大学大学院地球環境学堂
と共同で防災・環境などの研
究に取り組んでいます。

▲地下水シンポジウム 未来につなぐ地下水の科学（９月23日）
　総合地球環境学研究所、愛媛大学等と共同で進めている地下水研究の
成果を発表するシンポジウムを開催。市民共通の財産である地下水資源
を将来にわたって確保するため、様々な視点で意見交換を行いました。

▲国連事務総長特別代表が
　西条市訪問（９月16日）
　12歳教育推進事業など当市が取り
組む「災害に強いまちづくり」が国
連から高く評価され、国連事務総長
特別代表（防災担当）のマルガレー
タ・ワルストロム氏が当市を訪問し
市長と防災の取り組みについて意見
交換を行いました。

▲アジア防災閣僚会議で防災事業を発表（10月26～28日）
　アジア・太平洋地域の各国政府代表等が出席する第４回アジア防災閣
僚会議（国連国際防災戦略主催）に西条市が参加し、当市の防災事業を
発表するとともに、国連・各国の関係者と活発な議論を交わしました。

▲太陽電池セル工場
　西条市へ立地
　　　　　　（10月20日）

　太陽光発電システムの心
臓部分である「太陽電池セ
ル」の製造工場が、四国で
初めて西条市港に立地する
ことが決まり、愛媛県庁で
立地企業、愛媛県、西条市
の三者による立地協定書の
調印式が執り行われました。

▲

日本菌学会が
　菌類観察会を開催
　　　　（10月９～11日）

　きのこなどの菌類が豊富
な当市の自然林で、日本菌
学会が四国初となる野外観
察会を開催しました。
　観察会には全国から138
人の研究者が参加し、石鎚
山や八堂山、永納山などで
研究・観察活動に取り組み
ました。

▲東京大学大学院
　農学生命科学研究科
　生物材料科学専攻と
　地域交流協定締結
　　　　　 （10月４日）
　木材活用および地域に関す
る分野における双方の健全な
発展を目的に、東京大学大学
院の生物材料科学専攻と地域
交流協定を締結しました。
　木材の利用促進、社会資本
としての森林維持や林業活性
化につながるよう、連携活動
を積極的に推進しています。

３
日　

西
条
図
書
館
が
入
館
50
万
人
達
成

15
日　

２
０
１
０
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
南
ア
フ
リ
カ
大
会
で
活

　
　

躍
の
長
友
佑
都
選
手
に
西
条
市
特
別
賞
を
贈
呈

19
日　

第
36
回
研
修
の
船
で
、
小
中
学
生
が
フ
ェ
リ
ー
で
海
上
見
学

28
日　

お
か
げ
ん
祭
市
民
花
火
大
会

29
日　

第
１
回
子
ど
も
防
災
サ
ミ
ッ
ト
（
平
成
22
年
度
）

29
〜
８
月
７
日　

中
学
生
海
外
派
遣
事
業
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）

31
〜
８
月
１
日　

小
松
町
ふ
る
さ
と
祭
り

１
日　

佐
野
慈
紀
硬
式
野
球
教
室

２
〜
８
日　

松
山
空
港
ビ
ル
ロ
ビ
ー
で
だ
ん
じ
り
展
示
・
物
産
展
開
催

３
日　

東
予
港
が
国
の
「
重
点
港
湾
43
港
」
に
選
定

３
日　

フ
エ
大
学
（
ベ
ト
ナ
ム
）
と
京
都
大
学
の
学
生
が
防
災
行
政
の

　
　

取
り
組
み
に
つ
い
て
西
条
市
を
視
察

５
〜
７
日　

丹
原
七
夕
夏
ま
つ
り

11
〜
12
日　

子
ど
も
防
災
キ
ャ
ン
プ

17
日　

市
民
納
涼
花
火
大
会

21
日　

高
野
進
陸
上
競
技
教
室

22
日　

２
０
１
０
夏
彩
祭
in
壬
生
川

３
日　

西
条
図
書
館
が
入
館
60
万
人
達
成

５
日　

第
６
回
市
民
総
合
体
育
大
会

10
〜
11
日　

第
５
回
総
合
食
料
産
業
技
術
懇
談
会
・
セ
ミ
ナ
ー

12
日　

総
合
防
災
訓
練
（
西
消
防
署
管
内
）

16
日　

国
連
事
務
総
長
特
別
代
表
（
防
災
担
当
）
の
マ
ル
ガ
レ
ー
タ
・

　
　

ワ
ル
ス
ト
ロ
ム
氏
が
来
西
し
、
防
災
に
つ
い
て
意
見
交
換

23
日　

地
下
水
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
未
来
に
つ
な
ぐ
地
下
水
の
科
学
」

23
日　

窪
田
夕
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

27
日　

長
福
寺
の
宝
篋
印
塔
を
市
有
形
文
化
財
（
石
造
美
術
）
に
指
定

28
日　

庭
園
作
家
・
重
森
三
玲
の
研
究
家
で
あ
る
中
田
勝
康
氏
を
迎
え

　
　

重
森
庭
園
に
つ
い
て
の
講
演
会
と
現
地
視
察
会
を
開
催

４
日　

東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科
生
物
材
料
科
学
専
攻

　
　

と
地
域
交
流
協
定
締
結

９
〜
11
日　

日
本
菌
学
会
が
菌
類
観
察
会
を
開
催

16
〜
17
日　

東
予
高
校
２
年
生
の
伊
藤
成
一
朗
君
が
鎌
倉
尚
之
君
・
藤

　
　

原
翔
太
君
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
、
第
10
回
高
校
生
も
の
づ
く
り
コ

　
　

ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
旋
盤
部
門
で
準
優
勝
。
８
月
４
〜
６
日
に
開

　
　

催
さ
れ
た
第
５
回
若
年
者
も
の
づ
く
り
競
技
大
会
で
も
準
優
勝
し
、

　
　

２
大
会
続
け
て
の
快
挙

▲生き物文化誌学会えひめ西条例会（４月24日）
　生き物と人との関わりについて幅広く研究している「生き物文化誌学
会」例会の会場に県内で初めて西条市が選ばれ、「石鎚山系のけものた
ち」をテーマに基調講演、研究発表などが行われました。同会には学会
常任理事の秋篠宮さまをはじめ、全国の研究者などが出席しました。

▲世界水素エネルギー会議に参加
　　　　　　　　　　　（５月16～21日）

　世界各国の水素研究者や関連企業などが
集う同会議に西条市が参加し、ＭＨ冷水製
造システムを食料生産に適用する実証研究
の成果などを、東海大学の内田裕久教授に
発表いただくとともに、パネルなどで当市
の取り組みを研究者等に紹介しました。
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